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合
併
前
の
旧
５
市
町
村
は
、
そ
れ

ぞ
れ
水
道
料
金
が
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。
合
併
後
も
今
ま
で
、
各
自
治
区

別
々
の
料
金
（
旧
市
町
村
当
時
の
料

金
の
ま
ま
）で
し
た
が
、
合
併
協
議
で

「
平
成　

年
度
を
目
途
に
口
径
別
従

20

量
料
金
制
で
統
一
す
る
」
こ
と
で
決

定
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
水
道
部
は
、
こ
の
料
金
統
一
に

向
け
て
各
自
治
区
の
水
道
使
用
者
代

表　

人
（
公
募
２
人
含
む
）、
学
識
経

10
験
者
５
人
か
ら
な
る
「
奥
州
市
水
道

事
業
運
営
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
審
議
会
で
は
、
平
成　

年　

月

19

10

　

日
か
ら　

年
２
月　

日
ま
で
に
５

26

20

15

回
の
会
議
を
開
催
、
活
発
な
議
論
を

交
わ
し
、
市
へ
答
申
を
し
ま
し
た
。

市
は
こ
の
答
申
に
沿
っ
て
「
奥
州
市

水
道
料
金
条
例
並
び
に
奥
州
市
簡
易

水
道
料
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
を
３
月
定
例
議
会
に
提
案
。

市
議
会
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、

４
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会

22

で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
7
月

1
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
ぜ
料
金
を
改
定
、
統
一
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
主
な
理

由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
合
併
協
議
で
、　

年
度
を
目
途
に

20

水
道
料
金
を
統
一
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
た
（
同
じ
市
民
で
あ
り

な
が
ら
、
自
治
区
に
よ
っ
て
水
道

料
金
が
異
る
こ
と
は
、
公
平
性
の

観
点
か
ら
整
え
る
べ
き
こ
と
で
あ

る
こ
と
）

■
奥
州
金
ケ
崎
行
政
事
務
組
合
（
旧

胆
江
広
域
水
道
企
業
団
）
か
ら
の

暫
定
受
水
が　

年
度
か
ら
始
ま
り
、

20

受
水
費
が
新
た
に
約
３
億
２
０
０

０
万
円
か
か
る
こ
と

■
少
子
化
な
ど
に
よ
る
居
住
人
口
の

減
少
、
節
水
型
社
会
の
進
行
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
な
ど
に
伴
い
使

用
水
量
が
減
少
し
て
お
り
、
給
水

料
金
収
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ

と

■
水
道
事
業
は
、
公
営
企
業
法
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
独
立
採
算
制
。

常
に
向
こ
う
３
年
間
ほ
ど
を
見
据

え
て
健
全
な
経
営
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
現
在
の
料
金
体
系
の

ま
ま
で
は
水
道
事
業
の
維
持
が
困

難
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

　

水
道
料
金
の
体
系
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
、
７
月
使
用
分
（
８
月
請
求
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分
）
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
５
自
治
区
を
口
径
別
従
量
料
金
制

で
統
一
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
水
沢
・
前
沢
・
胆

沢
・
衣
川
区
で
用
途
別
料
金
制
を
、
江

刺
区
で
口
径
別
従
量
料
金
制
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
口
径
別
従
量

料
金
制
に
統
一
す
る
も
の
で
す
。
用

途
別
と
は
文
字
ど
お
り
、
家
事
用（
一

般
家
事
用
）、
営
業
用
（
飲
食
店
・
旅

館
・
娯
楽
場
な
ど
）、
団
体
用
（
官
公

署
・
学
校
・
病
院
・
事
務
所
な
ど
）、

工
業
用
（
工
場
な
ど
）
な
ど
の
用
途

で
分
け
、
基
本
料
金
や
使
用
分
の
料

金
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

口
径
別
と
は
メ
ー
タ
ー
の
口
径
で

区
分
し
、
料
金
を
決
め
る
も
の
で
す
。

用
途
別
料
金
制
の
場
合
、
基
本
水
量

制
の
た
め
1
カ
月　

立
方�
ま
で
は

10

使
用
水
量
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
料

金
が
掛
か
り
、
使
用
水
量
が
少
な
い

世
帯
で
は
割
高
感
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
水
道
料
金
で
は
、
水
道
の
使

用
に
か
か
る
固
定
経
費
を
水
道
メ
ー

タ
ー
の
口
径
に
応
じ
て
支
払
う
基
本

料
金
と
、
使
用
水
量
に
応
じ
て
支
払

う
従
量
料
金
を
合
わ
せ
て
料
金
が
決

ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
メ
ー
タ
ー
の

口
径
が
大
き
い
ほ
ど
、
ま
た
、
水
を

使
用
す
る
ほ
ど
単
価
が
上
が
る
仕
組

み
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
一
層

水
道
料
金
の
公
平
性
が
図
ら
れ
ま
す
。

②　

年
度
か
ら
、
奥
州
金
ケ
崎
行
政

20事
務
組
合
か
ら
水
を
受
け
ま
す

　

旧
５
市
町
村
の
こ
ろ
か
ら
各
自
治

区
は
そ
れ
ぞ
れ
で
水
源
を
持
ち
、
そ

こ
か
ら
受
水
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
る
地
下
水

の
水
質
悪
化
や
水
源
の
枯
渇
、
更
に

は
未
給
水
区
域
の
解
消
を
図
り
、
よ

り
安
定
し
た
水
源
と
供
給
体
制
を
確

保
す
る
た
め　

年
度
か
ら
奥
州
金
ケ

20

崎
行
政
事
務
組
合
か
ら
受
水
し
ま
す
。

　

奥
州
金
ケ
崎
行
政
事
務
組
合
（
以

下
「
企
業
団
」
と
い
う
）
は
、
胆
沢

ダ
ム
利
水
計
画
に
参
画
し
、
昭
和　
63

年
２
月
に
旧
水
沢
市
、
旧
江
刺
市
、

旧
前
沢
町
、
旧
胆
沢
町
と
金
ケ
崎
町

の
２
市
３
町
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
団
は
構
成
団
体
に
対
し
て
平
成

　

年
か
ら
胆
沢
ダ
ム
を
水
源
と
す
る

26水
道
用
水
の
本
格
供
給
を
開
始
す
る

計
画
で
し
た
が
、
構
成
団
体
の
水
不

足
と
未
給
水
地
域
解
消
に
対
応
す
る

た
め
、
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
胆
沢

川
を
水
源
と
す
る
一
部
水
道
用
水
供

給
を
本
年
度
か
ら
始
め
、
今
回
受
水

す
る
も
の
で
す
。
構
成
団
体
そ
れ
ぞ

れ
の
第
一
期
（　

年
度
〜　

年
度
）

20

25

の
受
水
量
と
受
水
費
は
、
旧
水
沢
市

４
０
０
０
立
方�
で
１
億
７
７
０
８

万
円
、
旧
江
刺
市
１
６
６
０
立
方�

で
７
３
０
２
万
円
、
旧
前
沢
町
３
４

０
立
方�
で
１
４
１
２
万
円
、
旧
胆

沢
町
１
２
９
０
立
方�
で
５
５
５
０

万
円
、
奥
州
市
全
体
と
し
て
７
２
９

０
立
方�
で
約
３
億
１
９
７
３
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を　

年
度
か

20

ら
水
道
料
金
で
賄
う
こ
と
と
な
っ
て

い
た
も
の
で
す
。
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